
放射能汚染線線量分布 
 

マイクロシーベルト/以上～未満

0.1未満/   1ヶ所  0.2% 

0.1-0.2/ 155ヶ所  28.8% 

0.2-0.3/ 187ヶ所  34.8% 

0.3-0.4/ 152ヶ所  28.3% 

0.4-0.5/  30ヶ所   5.6% 

0.5-0.6/  10ヶ所   1.9% 

0.6-0.7/   2ヶ所   0.4% 

0.7-0.8/   1ヶ所   0.2% 

❖政府の放射能除染基準// 毎時0.23μSv 

❖政府の放射能除染対象地域//日光市も!! 

❏栃木県原発崩壊前/0.030～0.067μSv/h❏ 
 
 

〈下図/2011.07.31読売新聞〉 2011.11.25//nikko-no.0５ 
 

 

 

 
 

ごまかしじゃない? 「安全・安心」? 
 

❏日光市は「現在、毎時 0.10～

0.20マイクロ Svで推移」(10.07)

と、放射能汚染が低下? えぇ! 

下野で日光はずっと 0.25前後。

❏市発表の汚染地図は「９割は

0.4μSv/h未満」との見出し。市

は『安心して生活できる』と、怖い

(10.27/下野)。538カ所測定結

果は、0.20以上が７１％。政府負

担で 0.23以上の地域除染は、市の 60%。私たちは、ひどい環境

の中での生活です。❏私は、市民が健康を維持できてこそ、旅

人や観光客が大自然と歴史遺産にゆっくりひたる空間、時間、人

との交わりが得られるすばらしい「ふるさと」です。「風評被害」で

はなく、「放射能汚染の実害」です。私たち市民、観光・農業など

の被害は、東電、政府に保障させるべきです。❏ちなみに、「ふ

るさと」の放射能汚染の高い線量値を紹介します。(μSv/h/日光

市発表) 第 1いろは坂/0.35、第 2いろは坂/0.24、中禅寺湖沿い/0.29、霧降 0.48、二社一寺(山内)/0.35、鬼怒川温泉

/0.39、川治温泉/0.34、日塩有料道路もみじライン藤原/0.46・・・ホットスポットはさらに何倍かの線量でしょう。❏ 
 

❏市内からの声❏ 
 

❖ H さん ❖   私は歳だからまだいいけど、赤ちゃ

んや子どもたち、若い人たちは、内部被ばくをふくめ

て、何 10年後かガンになったらと心配。目に見えない

から怖いね。心配だからお米は古米を買っちゃった。

「安全だ」と言うけど、どこまで安全なのか不安・・。 
 

❖ Y さん ❖   (放射能汚染)何か対策をしなけれ

ば・・声をあげると観光業にひびくから言えない雰囲

気。県内で線量が高い。危機感を持たなければ・。観

光業と関わりある人は声を出しづらいですけど・・。議員

も声上げない。議員もしがらみの中。本当は、日光が

一番声をあげなければないのに・・。 
 

❖ T さん ❖   政府が決めた除染対象地域に日光

は入っています。一刻も早く子供のため保育園、幼稚

園や小中学校の校庭を除染させる声を上げましょう。 
 

❖ M さん ❖   実家は、0.5マイクロシーベルトで思

ったより高く心配。また、那須の知人宅は雨樋下で

20.0μSv/hと高く、除染後0.90μSv/hに。日光で多くの
仲間ができればいいですね。子供を持つ人、放射線

心配な人、農業の人、観光業の人も。敵を作らず味方

を増やす活動の方法を相談できるといいですね。 
 

 
 

 

 ❏❏お誘い❏❏ 
 

 

日光は大丈夫？一緒に考えましょう 
 

 

   ❖１１月２６日 〈土〉 １３時～１６時 
■豊岡公民館 //東武大桑駅近く/日光市支所 

 
連絡先//090ー7634ー4948 

take@apple.email.ne.jp（中山） 
 

「放射線レベルは」「健康の影響は」「子どもを守りたい」「ミ

ツバチの羽音と・・・映画を」「安全な食品の共同購入」「再

生可能エネルギーについて」「他の地域の人は」「原発問

題を考えたい」など・・・・。みんなが東電原発事故の影響

で不安に思っていることなどを共有し合い、今後どうしたら

いいかなどいろいろ話す機会をもちたいと思います。 
 

❖     ◇     ❖ 
 

①現状に不安や疑問・不満を持っている人がつながり。

②放射能の現状と対策。③行政や東電などに働きかけ。

④未来のエネルギーやくらし。⑤他の地域人々とつなが

り。・・・これらを定期的に気楽に話していきたい。 

 

❏考えていること❏ 各地のグループにまなび情報交換。一人ひとりができることを、みんなで協力していく会をつくりたい。

 日光市木和田島//大 島/ tel 0288-26-0130/Ｅ-mail  nairamdal-05@s5.dion.ne.jp 

 

放射能から子どもを守り 

１人の被ばく者も出さない 
 

内部被ばく(食料など)対策のためにも 

１日でも早く以前の放射線量に戻そう 

政府･県･日光市の積極的な除染対応を 

❖

裏
面
み
て❖
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小学校数/μSv/h ～0.1 0.1～0.2 0.2～0.3 0.3～0.4 0.4～0.5 0.5～0.6 0.6～0.7 0.7～0.8 0.8～0.9 0.9～1.0 1.0～ 

 ＊日光市 26  3 12% 2 8% 13 50% 2 8% 4 15% 1 4% 1 4%    

 ＊那須町 13           1 8% 1 8% 3 23% 1 8% 1 8% 6 46% 

 ＊那須塩原市 25       1 4% 1 4% 3 12% 5 20% 1 4% 5 20% 1 4% 8 32% 

 ＊大田原市 23     8 35% 6 26% 3 13% 3 13%   2 9% 1 4%     

 ＊矢板市  9     2 22% 5 56% 2 22% 

 ＊塩谷町  3     1 33% 1 33% 1 33% 

 ＊鹿沼市 27   23 85% 2 7% 2 7%   

 

栃木県 各町市放射能汚染線量の分布 

 那珂川町  6   4 67% 2 33% 

 *宇都宮市 69   66 96% 3 4% 

                  ❖μSv/h   毎時マイクロシーベルト    ***以上～***未満 

                  ❖例えば0.1マイクロシーベルト以上～0.2マイクロシーベルト未満 

 *足利市 22   22 100% 

 ＊佐野市 28   28 100% 

 *壬生町  8   8 100% 

 西方町  2   2 100% 

 岩舟町  4   4 100% 

 上三川町  7   7 100% 

 野木町  5   5 100% 

                           各小学校の放射能汚染線量の分布実態(下野新聞５月２１日利用) 

            ５月１３日～１９日//とちぎ県、県教育委員会の測定/小学校校庭の空間放射線量地表から50cm 

            小学校の放射能汚染線量値から、その町、市の行政区内の全体の大まかな放射能汚染状況を推測。 

 

        ❏栃木県原発崩壊前の放射線量   0.030～0.067μSv/h ❏ 

        ❏政府の方針//毎時0.23μSv以上は、放射能除染対象地域❏ 

          この０．２３以上は政府が除染費用を負担するということです。０．２３以下は、健康に安全ということで 

          はありません。また、これは成人基準で、妊婦、幼児、子どもたちは、さらに低い基準が必要です。 

 市貝町  4   4 100% 

 栃木市 25 1 4% 24 96% 

 真岡市 18 1 6% 17 94% 

 下野市 12 1 8% 11 92% 

 *高根沢町  6 1 17% 5 83% 

 *那須烏山市  5 1 20% 4  80% 

 益子町 4 1 25% 3 75% 

 茂木町  4 1 25% 3 75% 

 芳賀町  3 1 33% 2 67% 

 小山市 27 10 37% 17 63% 

 *さくら市  6 4 67% 2 33% 

        

        ❏栃木県の放射能汚染状況❏ 
 

        ❖栃木県全ての町市で毎時0.10μSv以上を観測。さらに、高いホットスポットが多いと思われます。 

        ❖政府の0.23以上(財政負担)の除染対象の町市 ＊、除染の準備を進めている町市 *  <下野11.15> 

        

        ❏日光市の放射能汚染状況と除染❏ 
 

        ❖日光市の放射能汚染は、県内でも那須町、那須塩原市に次ぎ高濃度汚染地帯です。 

        ❖政府の0.23以上の除染地域に該当しています。 

        ❖小学校では、0.23以上は84%該当/26校中22校。ほぼ全市的に除染が必要になっています。 

        ❖特に、保育園、幼稚園、小中高校などは、すべて1日も早く校庭、通学路などの除染が必要です。 

        ❖自然豊かな観光地として、世界の日光は、住民の健康を守る環境こそが大前提です。 

 

放射能から子どもを守り、１人の被ばく者も出さない〈2011.11.25//nikko-no.05〉 


